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1.著書

発表者(発表年)・書名・発行・頁

佐々木和明(2006)・化学物質環境実態調査におけるLC/MSを用いた化学物質の分析法とその解説・環境省環境保健部環境安全
課編・136-149

2.学術雑誌原著論文

発表者(発表年)・題目・掲載紙・巻(号)・頁

畠山えり子、梶田弘子、菅原隆志、佐々木陽、高橋悟、小向隆志(2006)・限外ろ過法を用いたLC/MS/MSによる農
産物中の残留農薬一斉分析・食品衛生学雑誌・第47巻4号・137-145

工藤浩、白藤周司(2006)・岩手県における市町村別CO2排出量の推計と削減目標・季刊全国環境研会誌・31(4)・
202-205

佐々木秀幸、藤原忠司*、小山田哲也*、平野高広*(2006)・岩手･青森県境不法投棄物を溶融したスラグの骨材と
しての特性・コンクリート工学年次論文集・Vol.28No.1・107-112

佐々木秀幸、藤原忠司*、小山田哲也*、水木亨*(2006)・不法投棄物を溶融した徐冷スラグのコンクリート用骨
材への適用性・セメントコンクリート論文集・№60

3.総説・報告等

発表者(発表年)・題目・掲載紙・巻(号)・頁

井上智*、高橋朱実(2006)・陽性対照鋳型RNA産生システムを利用した安全で簡易な狂犬病の実験室内診断法・平
成17年度厚生科学研究費補助金新興･再興感染症研究事業研究報告書・13-28.

松舘宏樹(2006)・感染症発生動向調査からみた岩手県におけるインフルエンザ(2005/06)の概要・岩手県小児科
医会報・65・17-18

松舘宏樹、佐藤卓、蛇口哲夫(2006)・感染症法及び人獣共通感染症に関する臨床獣医師へのアンケート調査・岩
手県獣医師会報・32(3)・94-97

原正利*、関剛*、小澤洋一(2006)・北上山地の植生帯について-特に下部温帯(中間温帯)林の分布に関連して-北
上山地中･北部に残存する中間温帯性自然林の分布と特性・2004-2005年プロナトゥーラファンド助成金報告書・
11-22

由井正敏*、前田琢(2006)・イヌワシYペアの行動圏と植生. 希少猛禽類イヌワシとの共存を目指した森林施業法
の確立・平成15～17年度科学研究費補助金研究成果報告書・1-10

由井正敏*、前田琢(2006)・北上高地におけるイヌワシの餌内容の変化. 希少猛禽類イヌワシとの共存を目指し
た森林施業法の確立・平成15～17年度科学研究費補助金研究成果報告書・11-16

由井正敏*、前田琢(2006)・列状間伐によるイヌワシの採餌場所供給効果. 希少猛禽類イヌワシとの共存を目指
した森林施業法の確立・平成15～17年度科学研究費補助金研究成果報告書・17-27

関島恒夫*、石間妙子*、大石麻美*、井上武亮*、前田琢、由井正敏*(2006)・イヌワシの採餌環境創出を目指し
た列状間伐の効果. 希少猛禽類イヌワシとの共存を目指した森林施業法の確立・平成15～17年度科学研究費補助
金研究成果報告書・29-45

平野高広*、佐々木秀幸(2006)・岩手･青森県境不法投棄廃棄物溶融スラグの有効利用・産業機械・No.674・32-
35

梶田弘子(2007)・食品中の残留農薬および動物用医薬品分析における限外ろ過膜の利用とその留意点・食品衛生
学雑誌・第48巻(1)・J5-J7

4.学会等での口頭発表

発表者(発表年月)・学会等名称・開催都市名

高橋朱実、松舘宏樹、高橋雅輝、岩淵香織、藤井伸一郎、佐藤卓*、齋藤幸一*、蛇口哲夫(2006/7)・東北公衆衛
生学会・盛岡市

笹島尚子、田澤光正*、小野償子(2006/10)・第65回日本公衆衛生学会・富山市

松舘宏樹、佐藤卓*、蛇口哲夫(2006/9)・日本獣医公衆衛生学会(東北)・郡山市

松舘宏樹、高橋雅輝、高橋朱実、岩渕香織、藤井伸一郎、蛇口哲夫(2006/10)・地衛研全国協議会北海道･東北･
新潟支部公衆衛生情報研究部総会・札幌市

畠山えり子、阿久津千寿子、梶田弘子、高橋悟(2006/6)・第15回環境化学討論会・仙台市

畠山えり子、阿久津千寿子、梶田弘子(2006/8)・IUPAC・神戸市

畠山えり子、阿久津千寿子、梶田弘子、小向隆志(2006/11)・ 第29回農薬残留分析研究会・大阪市

高橋悟ほか(2006/6)・第15回環境化学討論会・仙台市

高橋悟ほか(2006/11)・第9回環境ホルモン学会研究発表会・東京都

高橋悟ほか(2006/12)・平成18年度地方環境研究所との共同研究ミーティング・つくば市

佐々木陽(2006/8)・日本木材学会・秋田市

*：Non‐staff members.



菅原隆志ほか(2006/7)・第55回東北公衆衛生学会・盛岡市

菅原隆志ほか(2006/11)・第43回全国衛生化学協議会年会・米子市

梶田弘子、畠山えり子、菅原隆志、小向隆志(2006/5)・ 第91回日本食品衛生学会・東京都

梶田弘子、畠山えり子、菅原隆志、佐々木陽 、高橋悟、小向隆志(2006/8)・11th IUPAC International
Congress of Pesticide Chemistry・神戸市

梶田弘子、阿久津千寿子、畠山えり子、小向隆志(2006)・ 第92回日本食品衛生学会、東京都、2006年10月26-27
日

佐々木和明(2006/6)・第15回日本環境化学会・仙台市

鎌田憲光(2006/6)・環境化学討論会・仙台市

鎌田憲光(2006/9)・日本水環境学会シンポジウム・東京都

工藤浩、白藤周司(2006/11)・第33回環境保全･公害防止研究発表会・新潟市

工藤浩(2007/2)・第22回全国環境研究所交流シンポジウム・つくば市

松本文雄(2006/9)・第47回大気環境学会年会・東京都

小澤洋一(2006/11)・第9回自然系調査研究機関連絡会議事例発表会・盛岡市

原正利*、関剛*、小澤洋一、鈴木まほろ*(2007/3)・第54回日本生態学会・松山市

松原和衛*、西村貴志*、山内貴義ほか(2006/9)・第12回日本野生動物医学会大会・岐阜市

西村貴志*、山内貴義ほか(2006/9)・第12回日本野生動物医学会大会・岐阜市

富樫美紀子*、本條幸香*、辻本恒徳*、山内貴義ほか(2006/9)・第12回日本野生動物医学会大会・岐阜市

山内貴義、工藤雅志*、高槻成紀*(2006/10)/日本哺乳類学会2006年度大会・京都市

M Saito＊, K Yamauchi, and T Aoi*(2006/10)・17th International Conference on Bear Research &
Management・Nagano

佐々木秀幸、藤原忠司*、小山田哲也*、平野高広* 、菅原龍江* 、八重樫貴宗*、白藤裕久*(2006/11)・第17回
廃棄物学会研究発表会・北九州市

5.環境保健研究センター公開研究発表会

発表者・題目

畠山えり子：残留農薬の一斉分析法について～食の安全・安心のために～

鎌田憲光：未規制化学物質の分析法開発

松舘宏樹：感染症情報の解析とその発信

松本文雄：岩手県におけるPRTRデータを活用した健康リスク評価について～化学物質の排出実態を探る～

*：Non‐staff members.


	全所

